
 第8回離島がんフォーラムｉｎ宮古  報告  

                            （2020年7月4日） 

   場所・・・宮古島市中央公民館 

                      一般社団法人 沖縄県がん患者会連合会 

  講 師  

 ☆ 当事者の立場から  サバイバーナースの会「ぴあナース」 西垣みゆき氏 

  『命どう宝』というけれど ～あなたならどうしますか～ 

 ☆ 教育者の立場から  琉大教育学研究科 教職員大学准教授 村末勇介氏 

  『命の「土台」を豊かに育む』 ～がんを学ぶ、がんに学ぶ子どもたち～ 

〇アンケート感想より 

 〇セカンドオピニオンで病院を紹介された後、主治医との関係が悪くなった。 

 〇まだまだ試練！！だと強く感じました。有難うございました。 

 〇西垣さんの講話に感心しました。自身の体験を話して下さって有難うございます。 

  生きるという事の大切さを大事にしていきたいと思いました。 

 ※ 予想以上にコロナ災渦への反響が大きく、参加者（特に患者会の参加）は従来のフォーラム

の中で最も少なく、アンケートの回収も厳しい状況だった。 

 

 〇参加者は少なかったが地元両紙の記者が講演全ての取材をして下さり、講演内容を大きく取り

上げて頂いた。 

 〇今回も沖縄県身体将棋者協会のご協力を得る事ができ、会場設営等、お力添え頂きました。 

 

 

          

                   

☚ フォーラム案内・会場の様子 
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